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【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｊ  37/08     (2006.01)
   Ｈ０１Ｊ  27/08     (2006.01)
   Ｈ０１Ｊ  27/16     (2006.01)
   Ｈ０５Ｈ   1/46     (2006.01)
   Ｃ２３Ｃ  16/44     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  21/31     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｊ   37/08     　　　　
   Ｈ０１Ｊ   27/08     　　　　
   Ｈ０１Ｊ   27/16     　　　　
   Ｈ０５Ｈ    1/46     　　　Ａ
   Ｃ２３Ｃ   16/44     　　　Ｊ
   Ｈ０１Ｌ   21/31     　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成28年2月2日(2016.2.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
  プラズマ処理装置やイオンビーム照射装置で用いられるプラズマ生成容器内に配置され
る防着板支持部材であって、
  プラズマ生成容器内壁に固定される第一の部材と、
  前記第一の部材に固定されていて、プラズマ生成容器の内壁面に略垂直な方向から視た
時に、前記プラズマ生成容器の内壁面に沿った方向で少なくとも前記第一の部材の周縁か
ら突出した突出部を有する第二の部材とを備えていて、
  前記プラズマ生成容器の内壁面に略垂直な方向において、前記突出部が前記プラズマ生
成容器の内壁面と離間している防着板支持部材。
【請求項２】
  前記プラズマ生成容器の内壁面に略垂直な方向から視た時に、前記第二の部材は前記第
一の部材を内包している請求項１記載の防着板支持部材。
【請求項３】
  前記第二の部材は、前記第一の部材の一部を収納する凹部を備えている請求項１または
請求項２記載の防着板支持部材。
【請求項４】
  前記第一の部材と前記第二の部材は、非磁性体からなる請求項１乃至３のいずれか一項
に記載の防着板支持部材。
【請求項５】
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  請求項１乃至４のいずれか一項に記載の防着板支持部材が前記プラズマ生成容器の内壁
に取り付けられたプラズマ源。
【請求項６】
　請求項１乃至４のいずれか一項に記載の防着板支持部材を備えたイオンビーム照射装置
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
  プラズマ源の構成としては、前述した防着板支持部材が前記プラズマ生成容器の内壁に
取り付けられたプラズマ源であればよい。
また、前述した防着板支持部材を備えたイオンビーム照射装置であればよい。
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